
事例 中学校理科（第一分野） 東濃地区（Ｔ中学校）
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第１学年

学習指導要領 第１分野の内容（１）イ

単 元 名 「力と圧力 （全９時間）」

単 元 目 標 ○光と音及び力の性質に関する事物・現象に関心をもち、意欲的に観察、

実験を行ったり、それらの事象を日常生活と関連付けて考察したりしよ

。 （ ）うとすることができる 自然事象への関心･意欲･態度

○光と音及び力の性質に関する事物・現象を調べる方法を考えて観察、実

験などを行ったり、規則性を見いだしたりして問題を解決することがで

。 （ ）きる 科学的な思考

○光と音及び力の性質に関する事物・現象を調べる観察、実験を行い、観

察、実験の基本操作や記録の仕方を身に付けるとともに、目的に沿った

、 。 （ ）視点で観察 実験を行うことができる 観察・実験の技能・表現

○観察、実験などを通して、光と音及び力の性質に関する事物・現象につ

いての基本的な概念や原理・法則を理解することができる。

（ ）自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画の工夫

・発見したきまりを日常的な現象に照らして発展的にとらえられるよう

に指導計画を工夫する。

○問題解決的な学習を成立させるための単位時間における指導の工夫

・小学校の学習を踏まえ 「力」に関する身近な生活との関連を重視し、

た観察、実験を行うことにより、身近な事象に見られる不思議さや面

白さに直接触れさせるようにする。

・現象への疑問を解決するための糸口を考えさせ、課題解決につながる

実験方法を見いださせるようにする。

・図を効果的に用いたり事実と考えを区別したりするなど、物理現象の

きまりを分かりやすく表現するための手法を学ばせる。

参 考 資 料

２ 単元の評価規準

観点 ア 自然事象への関 イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい

心・意欲･態度 技能・表現 ての知識・理解

光と音及び力の性 光と音及び力の性 光と音及び力の性 観察や実験などを内

質に関する事物・ 質に関する事物・ 質に関する事物・ 通して、光と音及容

現象に関心をもち 現象を調べる方法 現象を調べる観察 び力の性質に関すのご

意欲的に観察・実 を考えて観察・実 ・実験を行い、観 る事物・現象につまと

験を行ったり、そ 験などを行ったり 察・実験の基本操 いての基本的な概との 、

れらの事象を日常 規則性を見いだし 作や記録の仕方を 念や原理・法則をま評

生活と関連付けて たりして問題を解 身に付けるととも 理解し、知識を身り価



考察したりしよう 決する。 に自らの考えを導 に付けている。規

とする。 き出し創意ある観準

察・実験報告書の

。作成や発表を行う

物体に力を加えた 物体に力を加えた 物体に力を加えた 観察や実験などを

ときの様子、２力 ときの様子、２力 ときの様子、２力 通して、力の単位単

のつり合い、圧力 のつり合い圧力な のつり合い、圧力 や力の働きと２力元

などの観察、実験 どについて調べる などの観察、実験 のつりあう条件、の

を進んで行い、力 方法を考え 観察 を行い、基本操作 圧力、空気の重さ評 、 、

学的事象に関心を 実験などを行い、 を習得するととも と大気圧などの基価

もったり、それら 規則性を見いだす に記録の仕方など 本的な概念や原理規 。

の事象を日常生活 を身に付け、自ら ・法則を理解し、準

と関連付けて考察 の考えを導き出し 知識を身に付けて

したりしようとす た観察・実験報告 いる。

る。 書を作成したり発

表したりする。

①物体に力がはたら ①物体にはたらく力 ①物体に力がはたら ①力には、大きさ・

単 くいろいろな現象 の大きさと物体の いたときにどのよ 向き・作用点の３

位 に興味をもち、進 動き出し方や、変 うな変化をするか つの要素があるこ

時 んで調べようとす 形の程度の違いを について調べた結 とを理解している。

間 る。 関係付けて説明で 果を 形を変える ②「重さ」はその物、 、

に ②圧力の大きさの違 きる。 運動のようすを変 体にたはらく重力

お いと実生活での現 ②おもりの重さは、 える、支えるの３ の大きさであり、

け 象とを結びつけて バネを伸ばすはた つにまとめること 力の大きさは重さ

る 考えることができ らきにおきかえて ができる。 と同じ単位を用い

具 る。 力の大きさで表し ②力の３要素（大き て表すことができ

体 ③空気の重さが身の ていけることを説 さ 向き 作用点 ることを理解して、 、 ）

の 回りの生活にどの 明することができ について理解し、 いる。

評 ような影響を及ぼ る。 力を矢印を用いて ③２力のつりあいの

価 しているかについ ③物体をいくつかの 図に表すことがで 条件を理解してい

規 て想起することが 点で支えたとき、 きる。 る。

準 できる。 それぞれの点にか ③物体に働く力の大 ④垂直抗力、摩擦力

かる力は 「全て きさを重さと置き とはどのような力、

の力÷点の数」で 換えて、単位を用 なのか、実際の現

表される関係があ いた数値として表 象に合わせて理解

ることを考察する すことができる。 している。

ことができる。 ⑤地上では大気圧が

④面で力を受けたと 働いており、すべ

き、ふれ合う面積 ての物体は大気圧

の大小と、力を受 の影響をうけてい

けた物の変形のし ることを理解して

かたから「力のは いる。

たらき＝全ての力

÷ふれあう面積」

の関係があること

を考察することが

できる。



３ 指導と評価の計画（全９時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○力に関する ○力がはたらいた瞬間の写真を提 ＜アー①＞ ○それぞれの事

いろいろな 示し、仲間分けをする。 ○物体に力が ○行動観察 象の類似点に

現象を実際 はたらくい ・多くの物体 着目して事象

に体験する 力がはたらくと物体はどのよ ろいろな現 に力を加え の仲間分けを

ことを通し うになるのだろうか。 象に興味を たときの変 するよう助言

て、力がは もち進んで 化に着目し する。

たらいたと 調べようと ているか。

きに物体に ○物体に力を加えたときの形の変 する。

生じる変化 化について調べる。 ＜ウー①＞

についてま ○物体に力が ○ノート

とめること ○運動している物体に力が加わっ はたらいた ・(形、運動

ができる。 た後の運動の様子の変化につい ときにどの の様子の）

て調べる。 ような変化 変化の類似

をするかに 性に着目し

◇身近に見られる物体の変化(形 ついて調べ て整理して

・運動）の様子をいくつかの種 た結果を、 いるか。

類に分ける。 形を変える

運動のよう

物体に力がはたらくと すを変え

物体の形を変える。 る、支える

物体の運動の様子変える。 の３つにま

物体が支えられる。 とめること

ができる。

２ ○力を表すに ○加わった力の向きや大きさによ ＜イー①＞

は、力の大 って変形の程度や運動の向きや ○物体にはた

きさ、力の 速さが変化する写真を提示し、 らく力の大

向き、力の 力の向きや大きさに着目できる きさと物体

はたらく点 ようにする。 の動き出し

を表す必要 方や、変形

があること はたらく力の大きさや向きは の程度の違

が分かる。 どのように書き表せばいいの いを関係付

だろうか。 けて説明で

きる。

○力を表す上で欠かせない３要素 ＜ウー②＞ ○ノート ○具体的な場面

について考える。 ○力の３要素 ・身近な力を ではたらく力

○矢印で書くとよいことを知る。 （大きさ、 矢印を使っ について矢印

○身近な力を矢印で表してみる。 向き、作用 てノートに で表す練習 確「

点）につい 表せている かめの問題」

力を図に示すときは、作用点 て理解し、 か。 をくり返す。

・力の向き・力の大きさの３ 力を図に表 ○特に作用点が

要素を表すような矢印を用い すことがで 矢印の元であ

ればよい。 きる。 ることに気を

つけさせる。

３ ○静止してい ○天板が比較的柔らかい台におも ○天版の変形か

る物体には りを置き、天板がしなっている ら静止してい



たらく力と 状態を提示し、おもりを支えて る物体を支え

して重力の いる力と天版を変形させている る力として重

存在に着目 力の存在に着目できるようにす 力の存在に着

し、重力と る。 目できるよう

重さの関係 にする。

について理 静止している物体にはどんな

解するとと 力がどのようにはたらいてい

もに力の大 るのだろうか

きさを表す

単位につい ○おもりを手で支える活動を行い ○月と地球等を

て理解でき 地球上で静止している物体には 図や模型で提

る。 鉛直下方向に重力が働いている 示し、重力が

ことを実感する。 ＜エー②＞ その重さや大

○物体の運動の様子を変える重力 ○「重さ」は ○ノート きさによるこ

という力について話を聞く。 その物体に ・質量、月と とに着目でき

○月と地球の重さを表した資料を はたらく重 地球の重さ るよう印象的

提示する。 力の大きさ や大きさ、 に助言する。

○重力と重さの関係について説明 であり、力 重力、の３ ○実際の天秤を

を聞く。 の大きさは つの言葉を 提示して、月

重さと同じ 用いて 重 面上でも、地、「

地球上で、静止している物体 単位を用い さ」につい 球上でも質量

には、重力という力が鉛直下 てあらわす てノートに は同じになる

方向に働いており、通常我々 ことができ 記述してい ことを印象的

はそれを「重さ」とよんでい ることを理 るか。 に助言する。

る。 解している。

重さは力の大きさそのもので

あることから「力の大きさ」

は「重さ」と同じ単位を用い

て表すことができる。

質量が同じ物体でも、月面上

と地球上では、月と地球の重

さや大きさが違うために重力

が違うので重さが違う。

４ ○物体に力の ○バーベルを持ち上げた事象とエ ＜ウー③＞ ○ノート・発 ○バネばかりを

大きさをニ キスパンダーを伸ばした事象を ○物体に働く 言 自分の力で引

ュートン 提示し、物体に働く重力の存在 力の大きさ ・人が出す力 っ張るときと

（Ｎ）で表 や力の大きさに着目できるよう を重さと置 の大きさを 同じ伸びにな

すことに着 にする。 き換えて、 バネの伸び るようにおも

目し、様々 単位を用い に置きかえ りをつり下げ

、な物体には 物体に働く力の大きさを重さ た数値とし ることで表 させることで

たらいてい の単位を使って表そう。 て表すこと すことがで 前時に学習し

る力を矢印 ができる。 きることを た力の大きさ

（作用点・ ○エキスパンダーの伸びが同じな ＜イー②＞ 説明できる とおもりに

向き・大き らば手で引く力と、おもりには ○おもりの重 か。 はたらく重力

さ→長さ） たらくく重力は同じと考える。 さは、バネ の置き換えを

と数値によ ○バネの伸びとおもりの重力の関 を伸ばすは 想起できるよ

って表現す 係をとらえる。 たらきにお うにする。

ることがで ○ニュートン計（単位：ニュート きかえて力

きる。 ン）で力を測る。 の大きさで



表していけ

力を表すには、同じ分の働き ることを説

をするおもりの重力に置き換 明すること

えてニュートン（Ｎ）という ができる。

単位を使えばよい。

５ ○いくつかの ○数個の紙コップの上に置いた板 ＜イー③＞ ○ノート・発 ○全体交流の場

紙コップで の上に人が立ち、紙コップを減 ○物体をいく 言 では、他の班

支えられる らしていく事象を提示する。 つかの点で ・コップの数 の結果につい

板に乗る実 支えたとき を変えるこ ても言えるよ

験を通して コップの数を減らしていくと それぞれの とで１つに うな一般化さ、

コップ１つ コップ１つにかかる力は規則 点にかかる かかる力の れた関係を見

あたりにか 正しく増えていくのだろうか 力は 「全 大きさの変 つけださせる。 、

かる力は、 ての力÷点 化に規則性 ように配慮す

全ての力÷ ○ニュートン計に支えの紙コップ の数」で表 を見いだし る。

コップの数 がひとつだけ乗るようにして、 される関係 ているか。

という関係 ひとつあたりにかかる力の大き があること

になってい さを測る。 を考察する

ることがわ ○コップの数を変えると１つにか ことができ

かる。 かる力の大きさも変わる。 る。

コップ一つにかかる力の大き

さは、全ての力÷コップの数

で表される。

６ ○下に敷く板 ○足の太さの違ういすを３種類提 ＜イー④＞ ○ノート ○コップ１つ分

の面積を変 示する。 ○面で力を受 ・スポンジの に働く力と、1

えながら、 けたとき、 へこみ具合 cm に働く力
２

スポンジの 力のかかる面積と力のはたら ふれ合う面 と面積の関 とつなげて考

へこみ具合 きには、どんな関係があるの 積の大小と 係をとらえ えるように、

を測定する だろうか。 力を受けた ることがで １cm の方眼フ
２

実験を通し 物の変形の きたか。 ィルムを用意

て、単位面 ○板の面積を変えたときの、スポ しかたから し、単位面積

積あたりに ンジのへこみ方を測定する。 「力のはた １cm を意識
２

かかる力は らき＝全て させる。

力のかかる 単位面積あたりにかかる力は の力÷ふれ ○最初は現象の

面積に反比 力のかかる面積に反比例する あう面積」 みを提示し、。

例すること の関係があ 圧力との関係

がわかる。 ○単位面積あたりを押す力を圧力 ることを考 を考えさせる

ということを知る。 察すること ようにする。

○まとめの事象提示 ができる。

・鉛筆のとがった先と、削ってい ＜アー②＞ ○挙手・発言

いない側を手などに押し当てた ○圧力の大き 力のはたら

ときの痛さの違い。 さの違いと く面積を意

実生活での 識している

現象とを結 か。

びつけるこ

と が で き

る。



７ ○空気にも重 ○水が満杯に入ったコップに厚紙 ＜アー③＞ ○行動観察 ○普段感じない

さがあるこ をのせ、逆さまにしても水がこ ○空気の重さ ・空気の重さ 空気の重さを

とを確かめ ぼれない現象を提示し、空気が が身の回り を実感でき 実感するため

ることから 物を押す力に着目させる。 の生活にど るいろいろ に、温めた缶

大気圧のは んな影響を な実験に取 に水をかけて

たらきを、 空気の重さによって地球上で 及ぼしてい り組めてい 大気圧の力で

論理的に説 はどんな現象が起こっている るかについ るか。 つぶれる実験

、明すること のだろうか。 て想起する を見せるなど

ができる。 ことができ 大気圧を実感

○空のスプレー缶の中に空気入れ る。 をもって理解

で空気を押し込め重たくなって ＜エー⑤＞ できるように

いることを確かめる。 ○地上では大 する。

○温めた缶に水をかけて大気圧の 気圧が働い

力でつぶれるところを見せる。 ており、す

○サイホンの原理の説明を聞く。 べての物体

は大気圧の

空気は地表の１cm に約１kg重 影響をうけ
２

かかっており、その圧力によ ていること

ってサイホンの原理など様々 を理解して

な現象を起こしている。 いる。

８ ○物体に２力 ○綱引きなどを提示し、真ん中の ＜エー③＞ ○ノート ○日常生活の中

をはたらか 印の動きに注目させる。 ○２力のつり ・２力つり合 にある２力の

せて物体が 合いの条件 いを３要素 つり合い（飛

、 、動かない事 ２つの力がつり合って物体が を説明でき に注意して 行機 熱気球

象を通して 動かないとき２つの力はどの る。 図示できて 手の上の本な

２力のつり ような関係になっているのだ いるか。 ど）について

合いの３条 ろうか。 ２つの力のつ

件を見つけ り合いを図示

ることがで ○２力をはたらかせて物体が動か させる。

、 、きる。 ないとき ２力の大きさや向き

作用点がどうなっているか調べ

る。

○物体が動かないときの２力の条

件について、結果をまとめる。

つり合っている２力は、一直

線上にある・向きが反対・大

きさが等しいという３つの条

件を満たしている。

９ ○静止してい ○大きな物が押されているのに動 ＜エー④＞ ○ノート・発 ○前時と結びつ

る様々な物 かない現象を提示する。 ○垂直抗力、 言 け、動いてい

体にはたら 摩擦力とは ・動いていな ないというこ

く２力につ 物体が動かないとき、どのよ どのような い物体につ とは、つり合

いて考える うな力のつりあいがあるのだ 力なのか、 いて、摩擦 う力が存在し

ことを通し ろう。 実際の現象 力、垂直抗 ているという

て、垂直抗 に合わせて 力の言葉を 考えに立ち返



力、摩擦力 ○摩擦力がはたらいてつり合って 理解してい 用いて説明 らせる。

に気づき説 いる現象について考える。 る。 できたか。

明すること ○垂直抗力がはたらいてつり合っ

ができる。 ている現象について考える。

○「確かめの問題」を行い、２力

がつり合うとき、一つの力とつ

り合うもう一つの力を矢印で表

す。

机上に置かれた本は重力と垂

直抗力がつり合っており、押

されても動かない物は、押す

。力と摩擦力がつり合っている

４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・面積のわかった板に重りを乗せスポンジのへこみを測定する実験を通して、力のかかる面

積が２倍３倍となると、力の働きは１／２、１／３となる関係をとらえることができる。

（２）本時の位置

６／９時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

導 ○普通のいすと、４本の足の太 ○前時の「１つにかか

入 さが それぞれ1cm 10cm る力は全ての力／コ、 、 、２ ２

25cm 、50cm と異なっている ップの数」の学習か２ ２

いすを提示し、４種類の足が らつながる導入にす

床を圧すはたらきに違いはな る。

いか考える。 ○コップ１つ分に働く

・面積が違うから床を圧すはた 力と、1cm に働く力２

らきに違いがあるのではない とつなげて考えられ

か。 るように、１cm の２

・コップ１つ分で考えたように 方眼フィルムを用意

１cm にかかる力で考えてい し単位面積１cm を２ ２

くとよいのではないか。 意識させる。

・スポンジに置き換えて考えれ

ば、面積が狭い方が圧すはた

らきが大きくなるのではない

か。

予

想 力のかかる面積とスポンジを圧すはたらきには、どんな関係があるのだろうか。

○面積10cm 、25cm 、50cm の ○スポンジのへこみ量２ ２ ２



中で一番スポンジをへこませ をきちんと予想させ

るのはどれか予想する。 ることで、数量的な

○10cm の板のへこみが15mmだ 見通しをしっかりも２

実 としたら、25cm 、50cm の板 ってから実験するよ２ ２

験 の時はどれぐらいのへこみに うにさせる。

なるか予想する。 ○予想した数値を意識

○板の面積を、10cm 、25cm 、 しながら実験するよ２ ２

考 50cm と変えて同じ力で押し う助言する。２

察 たときの、スポンジのへこみ ○板全面に均等に力が

方を測定する。 かかるように実験を

○力のかかる面積と床を押す力 ＜イー④＞ 行うよう助言する。

の関係についてまとめる。 ○面で力を受けたとき、ふ

・面積が大きいと床を押す力は れ合う面積の大小と、力

小さく面積が小さいと床を押 を受けた物の変形のしか

す力は大きい。 たから「力のはたらき＝

・面積が10cm から50cm に５倍 全ての力÷面積」の関係２ ２

になると床を押す力は５分の があることを考察するこ

。 （ ）１になっている。 とができる ノート

・コップの数が減っていくとか

かる力が１／４、１／３‥‥

となっていったことに似た関

係がある。

○まとめの事象提示 ＜アー②＞ ○まずは実物のみを提

・鉛筆の削った方と削ってない ○圧力の大きさの違いが生 示し、圧力との関係

方を両方から指で押す。 活の中にどのように関係 を考えさせるように

・本時の学習で見つけたことを しているか結びつけて考 する。

つかって鉛筆が指を圧すはた えることができる。

（ ）らきについて説明する。 挙手 ・発言

５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜イ－④＞

○面で力を受けたとき ふれ合う面積の大小と 力を受けた物の変形のしかたから 力、 、 「

のはたらき＝全ての力÷面積」の関係があることを考察することができる。

（２）評価の実際

ここでは、行動観察による評価を行った。

実験中のつぶやきやノート記録の中に「面積が５倍になったら、スポンジのへこみが５分の１に

なった」など、反比例の関係に気付いたものについては 「おおむね満足できる状況」にあると判、

断した。

さらに 「面積が２．５倍になったら、スポンジのへこみが２．５分の１になった」と複数の事、

実や他のグループの結果との整合性から、反比例の関係としてとらえることに信頼性を見いだした

姿については 「十分に満足できる状況」にあると判断した。、

（３）個に応じた指導の実際

実験中のつぶやきやノートの記録の中に 「力を受ける面積が１０cm から２５cm ５０cm と大、 ２ ２、 ２

きくなると１cmずつスポンジのへこみが小さくなる」など、反比例の関係ととらえられない姿につ



いては 「努力を要する状況」にあると判断した。、

、 、 「 、 。」 、そこで 予想の段階をもう一度想起させ 実験の際に 次は 何cmくらいへこむと思うか と

毎回のへこみ具合を予想しながら実験を行うよう方向付けを行った。

指導の実際

Ｔ：次の板におもりを乗せたらスポンジはどれぐらいへこみそうかな。

Ｓ：‥‥

Ｔ：１０cm の板に乗せたときは１ｃｍへこんだんだね。２

今から５０cm の板に乗せるんだね。予想ではどれだけへこむと考えましたか。２

Ｓ：２mmだと思います。

Ｔ：そう考えた理由は何ですか。

Ｓ：板が５倍の広さになったので、へこみにくくなって５分の１になると思いました。

Ｔ：じゃあ、２５cm になるとどうなるとおもいますか。２

Ｓ：４mmくらになると思う。

Ｔ：その理由は？

Ｓ：５０cm で２mmだとすると、２５cm では、その倍（２倍）になると思うからです。２ ２

Ｔ：あなたの思ったとおりの結果になるか、実験してみましょう。

このように、実験の結果に期待感を持たせることによって、実験上の誤差を含み得られる数値か

ら、反比例の関係ととらえられるようになった。


